出前トーク要旨
	1.テーマ
	子育て、多世代交流とその支援について

	2.日時
	令和8年6月3日（水）15時00分～16時00分

	3.場所
	直方市保健福祉センターゆずりあ

	4.出席者
	（直方市）直方市長、総合政策部長、市民部長、教育部長、こども育成課長
事務局：秘書広報課長、秘書広報係長
（主催者側）わたしの秘密基地、七星の会、たあとるず　ほか（女性8人）

	5.内容
	テーマに基づき、わたしの秘密基地の皆様と直方市長が意見交換を行いました。意見交換の主な内容は以下のとおりです。

【2025年度の実績報告】
・わたしの秘密基地  
  「子育てをもっとオモロく」をテーマに活動。子供食堂、外遊びイベント、商店街での活動、産後ママへの弁当配達、写真撮影会など幅広い活動を展開。子育て世帯が楽しく過ごせる場を提供する努力が評価され、利用者から感謝の声を多く受けた。一方で運営費の制約が課題。

・七星の会  
  多世代の交流とご飯のある居場所作り、若者支援を軸に活動。子どもたちにとって、保護者でも先生でもない「ななめの関係」を大切にしている。2025年は福岡市天神の警固公園で子どもたちの見守り活動や地域イベントに参加。2026年4月の本格稼働に向けた広報活動を行った。12月に開始した「ななえ場」では多世代交流を通じて孤立する子育て世帯や若者層への支援を模索。物価高により資金面が不安。

・たあとるず  
  発達障害を持つ子どもの親同士が交流するサークル活動を開始。情報交換や相談、専門家からの意見を通じて親の孤立感を軽減し、発達障害に関する周知活動を進めてきた。発達障害に限らず、子育て相談のようなかたちでも参加者が増えている。今はひとつの幼稚園の保護者たちの活動だが、これがモデルケースとなり他園でも同じような活動をする仲間が増えて欲しい。

・市長（感想）
[bookmark: _GoBack]各団体が行政の手が届かない所に尽力していただいていることに感謝。私自身、過去の経験を振り返って、昔の地域社会や学校の在り方が、現在の状況とは大きく異なることを改めて実感している。昔のような社会環境が今では失われつつある中で、皆さんがその役割をボランティアとして担っていただいていることがよくわかった。子どもたちがさまざまな世代と関わりながら「生きる力」を育むことは非常に重要。一方で、不登校や発達障害への対応、経験格差への支援など、現場だからこそ見える課題も多く存在する。行政としても、皆さん方と連携しながら、課題に対応していく必要を感じた。また、皆さんの活動を知ってもらうため、市の広報でも支援したい。

【2026年度の活動予定と市に望むこと】
・わたしの秘密基地
  小学生向けの「苦手克服勉強会」や「お出かけトリップ」で経験格差を解消する取り組みを強化。お母さんの心の安定を目指した茶話会も計画。シニア層と子どもたちの関りを作る取組も検討。一方で、将来的な展望としては「拠点」を持ちたい。できれば幅広い年代が利用できる室内遊び場の一角でみんなが立ち寄りやすい形にしたい。

・七星の会
　多世代子ども食堂の活動の中で、目の不自由な方が2度参加されて好評をいただいた。世代の壁だけでなく、障がいがある方へのアプローチもしていきたいと思っている。また、認知症と家族の会とも繋がりがあり、そこに参加されているシニア層の方たちは若い世代のお手伝いをしたいという方が多い。うまくマッチングできればシニアの社会参加や子育て世帯の孤立防止にも繋がるのではないか。

・たあとるず 
  昔に比べ発達障害児は増えている。子どもたちは身近にそういう子たちが居て慣れていて対応もできているが、大人の方の理解が足りていない。そういう方への周知や支援を拡大し、地域全体で理解を深める活動をしていきたい。また、周辺の幼稚園にも類似の支援サークルが広がることを目指している。

・市長（感想）
シニア層との関りという点では、教育関係に携わっていたシニア層のボランティアが、放課後の子どもたちに勉強を教えてくれるような取り組みができれば、子どもたちの学力格差の是正や世代間コミュニケーションのきっかけにもなり得る。どのような手法がとれるのか、教育委員会も含めて話をしなければいけない。
　拠点づくりでいうと、新たに施設を作るというのは財政的にも難しい。子どもたちの居場所として、ここっちゃ付近で商店街の空き店舗を使えないかと検討している。
今回の出前トークを通して、皆さんの活動拠点も含めて、運営費や活動の場の問題を行政の動きとマッチングさせなければいけないと感じた。

【アンケート結果報告】
　出前トークの実施に当たり、わたしの秘密基地がＳＮＳで「市長に伝えたいこと」を事前に公開アンケートで募集。回答結果は下記のとおり。
　・産後ケアサービスで家事支援をしてもらった！その他も産後に助産院を使えるケアサービスが他市町村より多く、直方市に住んでいてよかったと思った。
・小学校の支援級の先生を増員して欲しい。研修を増やしてほしい。
・シニア世代と今の「子育てのやり方の違い講座」をシニア向けに開催してほしい。
・不登校や発達の講座も開催してほしい。
・保育料無償化
・医療費無償化



